
食物アレルギー教室
～食物アレルギー症状出現時は

どうすればいいの？～



①即時型食物アレルギー症状とは？

②症状出現時への備えは？

③症状出現時の対応は？

出典：環境再生保全機構 ERCA(エルカ)

「食物アレルギーを正しく知ろう」より引用・改変

https://www.erca.go.jp/yobou/pamphlet/form/00/pdf/archives_28216.pdf

食物アレルギー症状出現時は
どうすればいいの？



①即時型食物アレルギー症状とは？



②症状出現時の備えは？
★症状が出現したときに使用する治療薬を主治医に相談し、
処方してもらうともに、症状の緊急度に応じた対応法を覚えておきましょう

症状が出現した場合に使用される治療薬

薬（一般名） （商品名） 作用 効果が表れる
までの時間

アドレナリン自己注射 エピペン アナフィラキシーの全ての症状
を和らげる

速やか

抗ヒスタミン薬 ザイザル・アレロック・
アレグラ・ジルテック・
クラリチンなど

皮膚のかゆみや蕁麻疹を抑え
る

30分～
1時間

気管支拡張薬 メプチン 気管支を広げて、咳やぜん鳴を
抑える

吸入：速やか
内服：30分
以上

ステロイド薬 プレドニン・デカドロン
など

数時間後に現れる症状を予防
する

4-6時間





③症状出現時の対応は？



 5分以内に症状の重さを見極め、それに応じた対応をする

症状は緊急性が高い順（赤→黄色→青色）で見る。

★特に赤色(緊急性が高いアレルギー症状)は見逃さない！

 少なくとも5分ごとに、繰り返し症状を観察する

症状は進行する可能性があるため、症状が改善するまで、少なくとも5分毎に

繰り返し症状を観察する



もしも、ペン持ちした場合
エピペンを打つ人の親指
に誤注射する可能性あり

衣服の上から
打つことができるが、

ポケットに物が入ってない
かは要確認！





https://www.erca.go.jp/yobou/pamphlet/form/00/pdf/archives_27015.pdf

https://www.erca.go.jp/yobou/pamphlet/form/00/pdf/archives_27015.pdf

